
HKT48 劇場 様

中央部からのびる張り出し舞台は回転可能なせり機構、「HKT48」の印字が目を引く。ステージの周囲には、JBL 
PROFESSIONAL のステージモニター・スピーカーシステム“SRX712M”が設置されている。

■ AKB プロジェクト第４弾。「HKT48」博多で活動開始。
「会いにいけるアイドル」をコンセプトに、秋元康氏が総合プロデューサーを務める AKB プロ
ジェクトの第 4 弾として福岡・博多に進出。HaKaTa の頭文字をとった「HKT48」が結成さ
れました。結成時の平均年齢は 13.8 歳とプロジェクトの中で最年少。アイドルの原石のよう
な彼女たちの成長を間近に見られる、というのも大きな魅力です。

■ 性能の良さと使いやすさを実感している機材で効率よく作業
「HKT48 劇場」様は、収容人数 300 人とグループ劇場の中で最大規模。ステージの中央部から伸
びる張り出し舞台はせりあがりの機構を持っており、パフォーマンスの幅が広がります。
音響システムは、大阪の難波を拠点とする姉妹グループ NMB48
の NMB48 劇場で実績のある機材が導入されました。スピー
カ ー は、JBL PROFESSIONAL の コ ン パ ク ト な ラ イ ン ア レ
イ“VT4886” と“VT4883”、 モ ニ タ ー と イ ン フ ィ ル は

“SRX712M”。コンソールは視認性に優れた Soundcraft“Vi1”、
ワ イ ヤ レ ス マ イ ク は Shure の“UHF-RMW Wireless” と、
NMB48 劇場とほぼ同様の機材を導入しています。NMB48 劇場
の PA を担当されている CSE 株式会社様が HKT48 劇場の PA
も担当されることになったため、エンジニアが入れ替わっても同じ感覚で操作出来るように、
との意向からでした。NMB48 劇場と違う点は、ステージ脇に設置したアンプラックにプロ
セッサーを一緒に入れたこと。このため、プロセッサーは PC でリモートコントロールできる
BSS AUDIO“BLU-160”を導入。ソフトウェアの“London Architect”でシステムのデ
ザインや設定 ･ 制御を行います。また、TV などのメディアへ当初の想定を越えた音声を出力
する必要が出てきため、RANE の音声分配器“DA216S”を追加導入しています。
音響エンジニアの北川兼也さんは、システムの感想を次のように話してくださいました。「基本的
に NMB 劇場と同じですので、狙い通りになったと思います。大阪と違う BSS AUDIO の
BLU-160 と London Architect も、操作・音質ともに満足しています。スピーカーについては、
小屋の大きさが違うのに対し、同じ物量。正直、最初は不安もありましたが、やはり良く鳴り
ます。大阪よりもパワーをかけて鳴らせている分、上から下まで出しきれていて、小柄ながら
も『VERTEC』サウンドになっていると思います。間口が広くセンターに張出しがあるため、
インフィルにもかなり気を遣いました。Vi1 に関しては、ハンドマイクが十数本という中で、
複数フェーダーを一時的にグループ化してコントロール出来る『GANG』機能をかなり重宝し
ています。音質は大阪と同様、細かい操作までダイレクトに反応してくれるのがいいですね。」

▼ HKT48 劇場
〒 810-8662
福岡県福岡市中央区地行浜 2-2-1
ホークスタウン内
TEL: 092-833-8848
http://www.hkt48.jp

福岡 ･ 博多に誕生した「HKT48」の専用劇場に、
実績と信頼のある音響システムを導入。

納入事例

【オープン時期】
2011 年 11 月

●お問い合わせ先
ヒビノ株式会社　ヒビノプロオーディオセールス Div.
ヒビノインターサウンド株式会社

TEL : 03-5783-3110 
TEL : 03-5783-3882

【主要な納入機材】
●スピーカーシステム：JBL PROFESSIONAL
機材 メインスピーカーシステム
製品名 VT4886、VT4883
機材 ステージモニター・スピーカーシステム
製品名 SRX712M
機材 インフィル用、舞台裏通路用、PA ブー

スモニター用スピーカー
製品名 SRX712M、AC18、Control 2P

●パワーアンプ：AMCRON

機材 メインスピーカーシステム用パワーア
ンプ

製品名 MA-9000i、MA-5000i
機材 ステージモニター、インフィル等スピー

カー用パワーアンプ
製品名 XTi 4000

●プロセッサー：BSS AUDIO
機材 デジタル・マルチプロセッサー
製品名 BLU-160

●メインコンソール：Soundcraft
機材 デジタル・ミキシングコンソール
製品名 Vi1（with StageBox)

●ワイヤレス・マイクロホンシステム：Shure
＜ UHF-RMW Wireless ＞
機材 ダイバーシティ受信機
製品名 MW4D+ － MABJ
機材 ハンドヘルド型送信機
製品名 MW2/SM58-MA24
機材 ボディーパック型送信機
製品名 MW1-MA24
機材 ヘッドウォーン ･ マイクロホン
製品名 PG30TQG

●音声分配器：RANE
機材 音声分配器
製品名 DA216S

↑ PA ブースよりステージを臨むデジタル ･ ミ
キシングコンソール Soundcraft“Vi1”

↑舞台袖のメインスピーカーシステムとアンプラック
ラ イ ン ア レ イ は JBL PRO“VT4886” と“4883”、 イ ン フ ィ ル に は

“SRX712M”。ラックには AMCRON のアンプと BSS のプロセッサーを搭載。

↑ BSS AUDIO“BLU-160”の設定 ･
制御を行う“London Architect”画面


